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ア調査結果 

(ｱ) 居住区（問 1） 

・ 回答者の居住区は多い順に、「西部エリア」(36.2％)、「中央エリア」(29.2%)、「東

部エリア」(19.5%)となっている。 

(ｲ) 居住年数（問 2） 

・ 苫小牧市での居住年数では、「15 年以上」が 54.0％と半数以上を占める。次いで

多いのは「3年未満」 (12.2%)である。 

西部エリア
36.2%

中央エリア
29.2%

東部エリア
19.5%

市外
14.6%

不明/無効回答
0.4%

問1 お住まいのエリア

対象：学生全体
(N=930)

３年未満
12.2%

３～５年
8.0%

６～９年
3.3%

10～14年
8.9%15年以上

54.0%

市外に住んでいる
13.3%

不明/無効回答
0.3%

問2 苫小牧市の居住年数

対象：学生全体
(N=930)

④学生 
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(ｳ) 苫小牧市の住みやすさ及びその理由 

① 苫小牧市の住みやすさ（問 3） 

・ 苫小牧市を「住みやすい」と回答した者は 26.5%であり、「どちらかといえば住み

やすい」と回答した者 41.8％を加えると、全体の約 7割の住民が住みやすさに対

しポジティブな評価をしている。 

・ 一方、「住みにくい」と回答した者は 9.1％、「どちらかというと住みにくい」と

回答した者は 21.5%である。 

② 住みやすさの理由（問 3-1） 

・ 苫小牧市が「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した者を対象に

住みやすい理由をきいたところ、もっとも多かったのは「夏涼しい」(30.6%)であ

った。 

・ また「水や食べ物がおいしい」（28.5%）や「積雪量が少ない」（24.3%）など、気

候や風土に関する項目が上位にあげられている。 

住みやすい
26.5%

どちらかといえば住

みやすい
41.8%

どちらかといえば住

みにくい
21.5%

住みにくい
9.1%

不明/無効回答
1.1%

問3 苫小牧市の住みやすさ

対象：学生全体

(N=930)

30.6%
28.5%

25.5%
24.9%

24.3%
20.2%

15.7%
10.4%
10.2%

9.6%
8.8%

5.8%
5.2%

4.1%
3.6%

1.6%
0.9%
0.8%

0.3%
1.6%

7.9%

夏涼しい

水や食べ物がおいしい

友人や知人がいる

日常の買い物がしやすい

積雪量が少ない

勤務地や学校に近い

自然災害（台風、地震など）が少ない

治安がよい（安全である）

自然環境が豊かである

交通の利便性がよい

病院など医療施設が充実している

親戚（親や子ども）の家に近い

暮らしに関する施設が整っている

娯楽に関する施設が整っている

人情が厚い（地域の人間関係がよい）

教育環境が整っている

福祉環境が充実している

住宅の規模や価格など住宅事情がよい

子育て支援が充実している

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40%

問3-1 苫小牧市の住みやすさの理由(複数回答)

対象：苫小牧市を「住みやすい」「どちらかと

いうと住みやすい」と回答した学生(n=635)
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③ 住みにくい理由（問 3-2） 

・ 一方苫小牧市に対し「住みにくい」もしくは「どちらかというと住みにくい」と

回答した者に対してその理由をきくと、「交通の利便性がわるい」(46.7%)との回

答が最も多かった 

・ また「娯楽に関する施設が整っていない」(41.8%)や「日常の買い物がしにくい」

(19.6%)など、生活の不便さに関する項目が上位を占める。 

(ｴ) 苫小牧市への定住意向、転出希望先及び転出する理由(問 4) 

① 苫小牧市への定住意向 

・ 今後も「苫小牧市に住みつづけたい」と回答した者は 12.0％、「当分の間は住み

つづけたい」と回答した者は 27.0％であり、居住意向が高いのは全体の 4割弱と

なっている。 

・ 最も多い回答は「他の市区町村に転出する予定である」(34.4％)であり、相対的

に転出への意向が高い傾向にある。 

46.7%
41.8%

33.0%
19.6%

14.4%
11.6%

10.9%
7.7%

6.7%
2.8%
2.5%

1.8%
1.4%
1.4%
1.1%
1.1%
1.1%
0.7%

0.0%
11.9%

11.2%

交通の利便性がわるい

娯楽に関する施設が整っていない

治安がわるい（安全とはいえない）

日常の買い物がしにくい

勤務地や学校から遠い

自然環境がわるい

夏湿度が高い

暮らしに関する施設が整っていない

人情が薄い（地域の人間関係がわるい）

自然災害（台風、地震など）が多い

水や食べ物がおいしくない

親戚（親や子ども）の家から遠い

教育環境が整っていない

病院など医療施設が充実していない

積雪量が多い

住宅の規模や価格など住宅事情がわるい

子育て支援が充実していない

友人や知人がいない

福祉環境が充実していない

その他

不明/無効回答

0% 20% 40% 60%
問3-2 苫小牧市が「住みにくい」と感じる理由（複数回答）

対象：苫小牧市が「住みにくい」「どちら

かというと住みにくい」と回答した学生
(n=285)
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② 転出予定先(問 4-1) 

・ この「できれば他の市町村に転出したい」もしくは「他の市町村に転出する予定

である」と回答した者に対しその予定先をきいたところ、最も多かったのは「札

幌市」(47.4％)で、全体の約半分を占めた。 

・ 次いで「東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県の市区町村」が 23.4%となっており、

首都圏への転出意向もみられる。 

苫小牧市に住みつ

づけたい
12.0%

当分の間は住みつ

づけたい
27.0%

できれば他の市町村

に転出したい
23.9%

他の市町村に転出

する予定である
34.4%

不明/無効回答
2.7%

問4 今後の居住意向

対象：学生全体
(N=930)

札幌市
47.4%

札幌市をのぞく、北

海道内の市町村
10.3%

東京都・埼玉県・千

葉県・神奈川県の市

区町村
23.4%

その他
10.5%

不明/無効回答
8.3%

問4-1 転出予定先
対象：「できれば他の市町村に転出したい」

「他の市町村に転出する予定である」

と回答した学生(n=542)
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③ 転出の理由(問 4-2) 

・ 転出する理由としては、「自分の仕事・事業のため」が 41.7%でもっとも多く、次

いで「自分の通学のため」が 34.1%となっている。学生が対象であり、自身の将

来に関する理由が多い。

・

(ｵ)希望する職業・職種（問5） 

・ 希望する職業・職種を聞いたところ、「製造業（工業）関係」が 16.9%で最も多か

った。

・ 一方全体の 10%を超えた項目は「製造業（工業）関係」のほかには「医療、保健、

福祉関係」(12.0%)と「公務員（行政職員）」(10.5%)のみであり、一極的な集中傾

向はみられない。

自分の通学のため

（進学・転校など）
34.1%

自分の仕事・事業の

ため（就職・起業・転

職・退職・転勤など）
41.7%

自分の結婚のため
2.4%

家族・親族の仕事・

事業のため（就職・

起業・転職・退職・転

勤など）
4.6%

その他
4.2%

不明/無効回答
13.0%

問4-2 転出理由

対象：「できれば他の市町村に転出したい」

「他の市町村に転出する予定である」

と回答した学生(n=542)

16.9%
12.0%

10.5%
9.1%

7.1%
5.8%

4.8%
4.6%

2.6%
2.6%
2.5%

2.3%
1.6%

1.3%
1.2%

1.0%
0.6%

9.4%
4.1%

製造業（工業）関係

医療、保健、福祉関係

公務員（行政職員）

コンピュータ、情報、通信関係

教員、保育士

商業関係（ものを販売する仕事）

スポーツ関係

建設業関係（設計、建築、土木など）

飲食業関係（調理師、お菓子職人など含む）

文化、芸能関係（作家、俳優、歌手など）

理容、美容関係

金融、保険関係

交通、運輸関係

観光関係（レジャー、旅行会社など）

自衛隊関係

マスコミ関係（新聞、出版、放送など）

農林水産業関係

その他

不明/無効回答

0% 5% 10% 15% 20%

問5 希望する職業・職種
対象：学生全体(N=930)
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(ｶ)苫小牧市の優良企業として思いつく企業はあるか（問 6） 

・ 苫小牧市の優良企業として思いつく企業があるかを聞いたところ、「はい」と回答

したのは全体の 31.2%であった。

・ また苫小牧市の優良企業として思いつく企業があるかを学校分類別に区分したと

ころ、大学や高等専門学校であっても、「はい」と回答したのは 3割に満たなかっ

た。

はい
31.2%

いいえ
66.9%

不明/無効回答
1.9%

問6 苫小牧市の優良企業として思いつく企業の有無

対象：学生全体

(N=930)

31.2%

27.1%

26.7%

35.0%

8.9%

50.0%

66.9%

71.4%

69.4%

64.0%

85.7%

50.0%

1.9%

1.4%

3.9%

1.0%

5.4%

0.0%

全体
(N=930)

大学
(n=70)

高等専門学校
(n=180)

高等学校
(n=617)

高等専修学校
(n=56)

その他
(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問6 苫小牧市の優良企業として思いつく企業の有無(学校分類別)

はい いいえ 不明/無効回答

対象：学生全体（N=930）
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(ｷ)高校生の進学 

① 進学先の地域(問 7) 

・ 高校生に対し、進学先の地域をたずねたところ、「市外の大学等への進学を検討し

ている」(49.1%)が全体の約半数を占めた。一方で「市内の大学等への進学を検討

している」は 2.8%であった。

進学しない（就職の）

予定である

36.7%

市内の大学等への

進学を検討している
2.8%

市外の大学等への

進学を検討している
49.1%

市内・市外の両方の

進学を検討している

2.7%

まだ進路について考

えていない

8.7%

問7 進学先の地域
対象：高校生全体

(n=713)
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② 市外への進学の検討理由(問 7-1) 

・ また市外への進学を検討している高校生に対しその理由をたずねたところ、「希望

する学部・学科等が市内にないから」(75.9%)が全体の約 4 分の 3 を占めた。

③ 検討している市内の進学先(問 7-1) 

・ 一方で市内での進学を検討している高校生に対し、検討している進学先をたずね

たところ、「苫小牧看護専門学校」が全体の 33.3%であった。一方で「不明/無効

回答」も 25.6%あった。

・

75.9%

20.3%

16.3%

14.1%

12.5%

10.8%

7.6%

6.2%

4.9%

2.7%

希望する学部・学科等が市内にないから

自分の学力にあった大学等が市内にないから

市外の大学等の方が就職率が高いから（就職活動に有利だから）

都会（別の土地）での学生生活に憧れているから

就職に結びつかないから

市外の大学等の方が学食や学生寮など、施設がより整っているか

ら

通学の利便性が悪いから

学費など、金銭面での条件の合う大学等が市内にないから

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
問7-1 市外大学等への進学を検討している理由（複数回答）

対象：「市外の大学等への進学を検討

している 」「市内・市外の両方の進学

を検討している」高校生(n=369)

苫小牧工業高等専

門学校
2.6%

苫小牧看護専門学

校
33.3%

王子総合病院附属

看護専門学校
10.3%苫小牧駒澤大学

12.8%

その他
15.4%

不明/無効回答
25.6%

問7-2 市内の教育機関のうち、検討している進学先

対象：「市内の大学等への進学を検討

している 」「市内・市外の両方の進学を

検討している」高校生(n=39)
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④ 市内での進学の検討理由(問 7-3) 

・ さらに市内での進学を検討している高校生に対しその理由をたずねたところ、「通

学の利便性が良いから」が 46.2%で最も多く、次いで多かったのは「就職に結び

つくから」(41.0%)であった。

(ｸ)通いたい学部・学科（問8） 

・ 通いたい学部・学科は全体的に分散傾向にあり、最も高かったのは「音楽・芸術」

で 20.0%であった。

・ 一方「不明/無効回答」も 12.4%であり、学びたい分野が決まっていないと見られ

る学生も見受けられる。

46.2%

17.9%

41.0%

7.7%

23.1%

通学の利便性が良い

から

入学しやすいから

就職に結びつくから

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

問7-3 市内大学等への進学を検討している理由

対象：「市内の大学等への進学を検討して

いる 」「市内・市外の両方の進学を検討して

いる」高校生(n=39)

20.0%
19.8%

17.3%
15.8%
15.8%

12.9%
11.6%

10.5%
10.0%
9.9%

9.5%
9.2%

7.6%
6.6%

12.0%
12.4%

音楽・芸術

工学

コンピューター

理学

教育学

医・歯学

経済学

外国語学

薬学

介護

農・獣医学

文学

子育て

鍼灸整体

その他

不明/無効回答

0% 5% 10% 15% 20% 25%

問8 通いたい学部・学科
対象：学生全体(N=930)
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(ｹ)苫小牧市への将来の居住意向 

① 将来の苫小牧市への居住意向(問 9) 

・ 将来、苫小牧市に住んでみたいかを尋ねたところ、最も多かったのは「どちらと

もいえない」(34.6%)であった。

・ 住んでみたいと「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせると 26.2%である

一方、住んでみたいと「どちらかといえば思わない」と「思わない」の合計は37.0%

であり、居住意向はやや低い傾向にある。

・ また将来の苫小牧市への居住意向を、働く場としての苫小牧市の魅力度別（後段

の問 12参照）別に分類したところ、魅力的だと回答する学生ほど、将来苫小牧市

に住みたいと考えている傾向がみてとれた。

思う
10.6%

どちらかといえば思

う
15.6%

どちらともいえない
34.6%

どちらかといえば思

わない
15.5%

思わない
21.5%

不明/無効回答
2.2%

問9 将来、苫小牧市に住んでみたいか

対象：学生全体

(N=930)

10.6%

43.6%

19.1%

9.9%

5.3%

15.6%

12.8%

25.2%

17.6%

9.0%

5.6%

34.6%

17.9%

32.8%

45.0%

21.8%

15.5%

7.7%

11.5%

12.4%

38.3%

21.5%

17.9%

7.6%

13.8%

22.6%

65.1%

2.2%

0.0%

3.8%

1.2%

3.0%

全体
(N=930)

魅力的だと思う

(n=39)

どちらかといえば魅

力的だと思う
(n=131)

どちらともいえない

(n=493)

どちらかといえば魅

力的だと思わない
(n=133)

魅力的ではない
(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問9 将来、苫小牧市に住んでみたいか(働く場としての苫小牧の魅力度別)

思う どちらかといえば思う どちらともいえない どちらかといえば思わない 思わない 不明/無効回答

対象：学生全体（N=930）
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・ さらに将来の苫小牧市への居住意向を学校分類別に分類したところ、「大学」およ

び「高等専門学校」では住んでみたい意向が低く、「高等学校」および「高等専修

学校」では高い傾向にある。

② 将来、苫小牧市に住んでみたい理由(問 9-1) 

・ 将来苫小牧市に住んでみたいと「思う」もしくは「どちらかといえば思う」と回

答した学生に対し、その理由をきくと、「出身地であるから」(65.2%)と「家族・

親戚・知人など親しい人がいるから」(62.7%)が上位 2項目であり、地の縁、人の

縁を重視していることがみてとれる。

10.6%

8.6%

3.9%

12.2%

19.6%

15.6%

8.6%

6.7%

19.3%

12.5%

50.0%

34.6%

22.9%

32.2%

36.1%

42.9%

15.5%

15.7%

20.6%

14.6%

8.9%

21.5%

28.6%

34.4%

17.3%

14.3%

50.0%

2.2%

15.7%

2.2%

0.5%

1.8%

全体
(N=930)

大学
(n=70)

高等専門学校
(n=180)

高等学校
(n=617)

高等専修学校
(n=56)

その他
(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問9 将来、苫小牧市に住んでみたいか(学校分類別)

思う どちらかといえば思う どちらともいえない どちらかといえば思わない 思わない 不明/無効回答

対象：学生全体（N=930）

65.2%
62.7%

41.0%
36.9%

32.0%
29.9%

23.8%
15.6%

12.3%
10.2%
9.8%
9.8%
9.0%

7.4%
5.7%
5.3%
4.9%
4.9%

3.3%
0.4%

4.1%
2.9%

1.2%

出身地であるから

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

のんびりとした生活を送れるから

食べ物や水、空気がおいしいから

自分に合った生活スタイルを送れるから

人が多すぎないから

気候が暮らしやすいから

趣味を楽しめるから

都会には一生住みたいと思わないから

生活コストが安いから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

やりたい仕事があるから

健康的な生活が送れるから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

地域住民の人柄が良いから

子育てがしやすい環境だから

家を購入しやすいから

医療、福祉施設が充実しているから

自分に合った仕事が得られるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

問9-1 苫小牧市に住んでみたい理由(複数回答)

対象：苫小牧市に住んでみたいと

「思う」「どちらかといえば思う」と

回答した学生(n=244)
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③ 将来、苫小牧市に住みたい時期(問 9-2) 

・ 同じく将来苫小牧市に住んでみたいと「思う」もしくは「どちらかといえば思う」

と回答した学生に対し、その時期をきくと、「就職・転職するとき」が 31.6%で最

も多かった。

・ 一方で「わからない」も 30.7%あり、漠然と苫小牧市に住みたいと考えている学

生も多いと考えられる。

(ｺ) 苫小牧市のイメージ（問 10&問 11） 

・ 現在の苫小牧市のイメージとしては、「快適な」(28.1%)、「親しみのある」(27.1%)

「個性のある」(21.8%)が上位 3項目である。 

・ 一方将来の苫小牧市のイメージとしては、「快適な」(41.2%)、「活気のある」(41.1%)、

「明るく楽しい」(23.7%)が上位 3項目である。全体的に現在抱くイメージとは異

なる項目が上位に来る傾向にある。 

・ 現在と将来とを比較すると、将来のイメージの方が良い傾向が強く、特に「快適

な」、「活気のある」、「美しい」では将来のイメージが 10ポイント以上高い。

就職・転職するとき
31.6%

結婚するとき

9.4%

子どもができた、増

えたとき

4.5%
子どもが独立したと

き

2.5%
親の介護をするとき

5.7%

定年退職したとき
4.9%

わからない
30.7%

その他
3.7%

不明/無効回答
7.0%

問9-2 苫小牧市に住みたい時期

対象：苫小牧市に住んでみたいと

「思う」「どちらかといえば思う」と

回答した学生(n=244)
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(ｻ) 働く場としての苫小牧市の魅力度とその理由 

① 働く場としての苫小牧市の魅力度(問 12) 

・ 働く場として苫小牧市を魅力的だと回答しているのは、「魅力的だと思う」(4.2%)

と「どちらかといえば魅力的だと思う」(14.1%)を合わせて、18.3%である。 

・ 一方、魅力的ではないとの回答は、「どちらかといえば魅力的だと思わない」と「魅

力的ではない」の回答を合わせて 27.8%となっている。 

・ 「どちらともいえない」が過半数の 53.0%であり、まだ明確なイメージがない学

生も多いと見受けられる。 

28.1%
27.1%

21.8%
15.8%

14.6%
11.8%

11.0%
8.5%

6.6%
3.4%
3.3%

0.6%
16.7%

6.2%

41.2%
16.3%

8.7%
8.1%

23.7%
41.1%

14.8%
10.3%

21.0%
7.3%

20.4%
12.2%

5.4%
3.8%

快適な

親しみのある

個性のある

健やかな

明るく楽しい

活気のある

ゆとりや潤いのある

調和のとれた

美しい

創造的な

質の高い

品格のある

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

問10 現在の苫小牧市に対するイメージ（各項上段、複数回答）
問11 将来の苫小牧市に対するイメージ（各項下段、複数回答）

対象：学生全体
(N=930)

魅力的だと思う
4.2%

どちらかといえば魅

力的だと思う

14.1%

どちらともいえない
53.0%

どちらかといえば魅

力的だと思わない

14.3%

魅力的ではない
13.5%

不明/無効回答
0.9%

問12 働く場として苫小牧市は魅力的か

対象：学生全体(N=930)
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② 働く場としての苫小牧市の魅力の理由(問 12-1) 

・ 苫小牧市を働く場として魅力的だと感じる理由をきくと、「優良な大手企業が多い

から」(20.6%)、「実家に住める・近いから」(14.1%)、「長く働ける企業が多いか

ら」(13.5%)が上位を占める。 

・ 一方で、「特にない」との回答も 13.5%あった。 

(ｼ) 結婚に対する意向(問 14) 

・ 結婚に対する考えをきいたところ、「条件が整えば結婚したい」が 37.3%、「ある

程度の年齢までには結婚するつもりである」が26.2%であった

20.6%

14.1%

13.5%

11.8%

4.7%

4.7%

3.5%

1.2%

13.5%

1.2%

11.2%

優良な大手企業が多いから

実家に住める・近いから

長く働ける企業が多いから

優良な中小企業が多いから

採用（新卒・中途）に積極的な企業が多

いから

職場と自宅の距離が近いから

地域貢献に積極的な企業が多いから

起業をしやすそうだから

特にない

その他

不明/無効回答

0% 5% 10% 15% 20% 25%

問12-1 苫小牧市が働く場として魅力的な理由

対象：苫小牧市が働く場として「魅

力的だと思う」「どちらかといえば

魅力的だと思う」と回答した学生
(n=170)

条件が整えば結婚し

たい

37.3%

ある程度の年齢まで

には結婚するつもり

である

26.2%

理想的な相手が見

つかるまでは結婚し

なくてもかまわない

27.6%

結婚するつもりはな

い

7.4%

不明/無効回答
1.4%

問14 結婚に対する考え

対象：学生全体

(N=930)
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(ｽ) 結婚支援のために行政が取り組むべき事業(問 15) 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべき事業としては、「安定した雇用の確保」

(76.6%)との回答がもっとも多かった。次いで多かったのは「結婚祝金などの経済

的支援」(48.2%)であり、それ以外の項目は 20%未満にとどまっている。

(ｾ) 理想的な子供数(問 16)  

・ 理想的な子供の数を尋ねたところ、「2人」が 58.1%で過半数を占めた。 

・ 一方で「0人」は 7.2%、「1人」は 8.2%であり、2人以上の子供を持ちたいと希望

している傾向が強くみられる。 

76.6%

48.2%

17.3%

12.2%

11.2%

10.8%

7.2%

3.0%

4.6%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会いの

場の提供

若い世代（学生）への結婚に関す

る講習会

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

問15 結婚支援のために行うべき事業(複数回答)

対象：学生全体(N=930)

0人
7.2%

1人
8.2%

2人
58.1%

3人
19.8%

4人
2.2%

5人以上
2.5%

不明/無効回答
2.2%

問16 理想的な子供の数

対象：学生全体
(N=930)
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(ｿ) 子どもの数が増えると思う施策・対策(問 17) 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策をきいたところ、「安定した雇用の確保」

(48.0%)が最も多く、それに「子育てに伴う経済的不安の軽減」(33.9%)、「子育て

しやすい職場環境の整備」(32.9%)が続いている。

(ﾀ)通っている学校の分類(問 18) 

・ アンケートの回答者は、7.5%が「大学」、19.4%「高等専門学校」、66.3%が「高等

学校」6.0%が高等専修学校である。

48.0%

33.9%

32.9%

22.7%

19.1%

18.2%

13.0%

12.8%

9.1%

9.0%

7.0%

6.9%

6.8%

6.1%

2.0%

4.9%

安定した雇用の確保

子育てに伴う経済的負担の軽減

子育てしやすい職場環境の整備

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

結婚に対する支援

保育所等の整備

妊娠・出産に関する情報提供

子育てに適した住宅の供給

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

教育環境の整備

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

不妊治療などへの支援

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

小児医療体制など子どもの健康支援

その他

不明/無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
問17 子供の数が増えると思う支援・対策(複数回答)

対象：学生全体(N=930)

大学
7.5%

高等専門学校
19.4%

高等学校
66.3%

高等専修学校

6.0%

その他
0.2%

不明/無効回答
0.5%

問18 通っている学校分類

対象：学生全体

(N=930)


